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令和２年度の申請は４月１日から受付スタート
住宅や空き家のリフォーム・空き家の解体に関する補助金 政策企画課　☎ 22-3032
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●工事費の 10％、最高 15 万円を補助

　月　日水 申請受付スタート
受
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令和２年度の住宅リフォーム、空き家リフォーム、空き家解体に対する補助金申請受付を開
始します。申請の受付は予算がなくなり次第終了しますで早めの申請をお願いします。

補助条件
●町内に住居を有し、住民基本台帳に
登録のある方
●持ち家で自己が所有している住宅
●工事費が 20 万円以上の工事
●施工業者が町内業者である
●町税等に未納がない
※リフォーム費用補助は１回限りです

補助条件
●空き家バンクに登録されている物件
●工事費が 20万円以上の工事
●施工業者が町内業者である
●町税等の未納がない
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補助金の額
●工事費の 20％、最高
20 万円を補助
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空き家解体補助金は制度内容
を見直して５年間延長します

補助条件
●町内に所在する空き家で建築後 10年以
上経過し、１年以上居住していない
●解体経費が 30万円以上の工事
●施工業者が町建設業者等級別表に登録さ
れている
●町税等の未納や抵当権設定がない
※倉庫や車庫のみの解体は対象外です

家財撤去費用の補助
● 5,000 円以上の経費に対して 20 万円を
限度に全額補助

改修と家財

撤去の補助
金

合計は 40 万

円を限度

１４

補助金の額
●工事費の 10％、最高 15 万円を補助
　特別要件
▶ 65 歳以上、18 歳未満、障がい者の
方がいる場合は工事費の 20％、最高
30 万円を補助
▶空き家バンクで取得した住宅は、工
事費の 20％、最高 60 万円を補助

フォトニュース！まちの話題をピックアップ

錦江町ふるさと大使の三遊亭圓歌師匠
襲名後初となる地元独演会を開催

令和元年度鹿児島県広報コンクールで広報きんこう６
月号が入選しました。行政広報の質向上を目的に毎年
開催され、県内から16点が応募。伐採後の植林が課題
となっている林業の現状を特集した６月号は「データを
交えた多面的な切り込み。林業事業者を紹介し身近な
問題に捉えさせる工夫をしている」と評価。今後も町の
取り組みや魅力が「伝わる広報」を目指してお届けします。

広報きんこう６月号「森
や ま

林と生きる」
鹿児島県広報コンクールで入選

２月19日から５日間かけて行われた鹿児島県下一周駅
伝最終日。錦江町を力走する選手たちに、沿道の観客
から大きな声援が送られました。錦江町からは武田国
拓選手が肝属チーム代表として出場。３回出走し、16
日の８区では区間２位の成績で８年ぶりのＢクラス優勝、
総合５位に大きく貢献して敢闘賞を受賞しました。「来
年は区間賞目指して練習に励む」と決意を改めました。

県下一周駅伝　肝属が８年ぶりＢ優勝
田代の武田国拓選手が敢闘賞受賞

２月８日に町文化センターで、錦江町ふるさと大使の三
遊亭圓歌師匠の独演会が行われました。昨年３月に４
代目「三遊亭圓歌」を襲名してから初めてとなる地元で
の独演会に会場は満席となる600名が来場。中学１年
まで神川地区皆倉で過ごした圓歌師匠の鹿児島弁落語
で、会場は笑いと歓声に包まれました。講演後は襲名
祝賀会も開催。約40名が参加して襲名を祝いました。

錦江町に約３週間滞在した東大生３名
地域課題解決に向け糸口を探る
２月 26 日、宿利原地区で東京大学の学生によるＦＳプ
ログラム報告会が行われました。昨年８月に約３週間、
錦江町に滞在。サロン活動などに出向き交通手段の困
りごとなどを聞き取りながら、具体的な需要を調査し
ました。「不安と困りごとは違う。移動が目的か移動し
た先に目的があるのか明確にすることで地域に合った
交通手段を見出せるのでは」と方向性を提案しました。

鹿児島弁の軽快な新作落語で会場を沸かせた圓歌師匠。講演前には
町内２カ所の特別養護老人ホームも慰問して落語を披露しました。
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▲錦江町役場前を力走する選手に大きな声援
◀家族の支えもあり敢闘賞を受賞した武田選手

町内の全林業事業体、大隅森林組合、大隅地域振興局、高山木材市
場、山佐木材㈱など多くの林業関係者に取材協力いただきました。
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